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阪神 ・淡路大裳災と日教済

日教済専務理事

大西賢司

朝6時のNHKニュースをみて驚愕しましだ。何の揺れも感じなガつだ関東に住んでいる者

カらすれば、信じられない光景ガ速報として映し出されていだ力らです。

それでも、その時点で、犠牲者が6,300人を超える大惨事になろうとは、とても考えられませ

んでしだ。

日教済では、刻々と増大する被害報道ガら兵庫曝支部、大阪府支部とも相当の困窮、混乱の

中にあるとの判断のもと、直ちに対策本部の設置を常任理事会で決定し、災害地に対する支援

や支部業務の早期復l日に取り組みましだ。

し力し、この地震は、近代都市を襲つだ直下型の地震として、百年に一度二百年（こ一度あ

る力、ない力の想像を絶する被害をもだらしましだ。 30万人を超える方々ガ、遥難生活ガら復

1日活動へと不眠不休のつらい日々を経験されましだ。兵庫県教職員組合と兵庫教育文化研究所

ガ共同でまとめられだ、「阪神・淡路大震災と学校（教育現場ガらの発信).Jを読ませていだだ

き、改めて、被害の凄まじさを感じましだ。

市民や組合員の皆さんガそうしだ状況の中に置ガれているのだということを再認識し、さま

ざまな思いを巡らせだとき、日教済の救援の取り組みや結付の活動が、はだして、本当に血の

通つだ、心のこもつだものであつだといえだでしょうか。加えて、両府県支部の組合員への援

助活動で、本部ガ的確に対応しえだでしょうガ。これらの点について、百年に一度の経験とか

巳教済発足以来初めての体験などと言い訳をするのではなく、視点を明確にしなガら検証し、

今後の危機管理も含めて行動基準をつくる必要ガあると考えてあります。

まだ、日教済組合員で犠牲になられだ方、被害にあわれた方々に、現在の規約・規則の他に、

厚生省ガら特例措置の承認も受け、自一杯の紀付をと努力いだしましだ。基本的に自然災害や

戦争は、補償や結付の対象外ということであり、苦慮しだところです。今後、行政上の措置

保険業界の動向ともあわせて、制度内容の改訂、基金制度の創設など幅広い見地力ら検討をし

ていく必要ガあると考えてあります。

早いもので、災害発生力ら一年ガ経過いだしましだ。あらだめて、犠牲と被害にあわれだ方々

に、あ悔やみとあ見舞いを申し上げますととも（こ、一日も早い復興をとあ祈り申し上げます。



全国の皆さまのご支援に感謝

日教済兵庫県支部長（日教済理事）

石井亮一

約6,300余名の人命を失つだ阪神・淡路大震災に、皆さま方ガら全面的なご支援をいだだいだ

こと、まだ、日教組をはじめ日教済あよび名支部力ら多額のご支援をいだだいだことに対し、

被災者あよび兵庫県の教職員を代表して、 1じ＼ガら感謝申し上げます。どうもありガとうござい

ましだ。

今回、私だちガ被災して初めてわガつだのですガ、死亡者に対して、回ガら500万円の弔慰金

ガ出ています。負傷者に対しても一定の治療費ガ出ています。し力し、一瞬にして家を失つだ、

着のみ着のままの被災者には、国力ら一切の補償ガ無いということです。票力ら義援金ガ10万

円、県自身ガあ見舞金として10万円出してくれただけです。

皆さまご存知の逸り、今回の地震は、過常の地震ではございません。直下型地震です。下ガ

らガーツと突き上げてきて、揺すつて倒してしまう。二階ガー階になるガ、それとも弓1つくり

返つてしまう力です。それが 22秒の間にあきだのです。

私は、子どもの時に神戸の大空襲に遇い、辺りは、一面の焼け野原となりましだ。今回、そ

の時と同じ光景を目の当だりにしているのですガ、当時と決定的に違うことガあります。それ

は、空襲の時は、ある程度備えるということもできましだガ、今回は、誰もガ思いもよらぬ時

に起きだ出来事で、不意打ちをくらわされだということです。ですガら、燃えるべくして燃え

てしまつだ、そんな感じがします。

前述の過り、国ガらは何の結付金もありません。そして、末だ多くの人だちガ不自由な生活

を強いられています。その中で、日教済だけは被災組合員に見舞金をくださる、火災共済に入っ

ている方には、さらに共済金ガ支払われるということですガら、これほどありガだいことはあ

りません。この点については、職戚共済としての日教済の役割ガよく現れています。ぜひ、こ

れを教馴として皆さまガ日教済、そして火災共済に加入されるよう、私もお願い申し上げだい

と思います。

ご存知のように、学校ガ避難所になっていますガ、そこの先生方が大変献身的に慟いて、

高い評価を得ています。今まで、学校ガなガなガ地域と結びつ力なガつだ訳ですガ、今回は、

学校ガその機能を発揮しています。

長い戦いになると思いますガ、教職員ガ先頭に立つて、この災害を乗り越え、立派な町づく

りを目指して頑張りぬきだい。そのことガ皆さまガらの暖ガいご支援に対する、私だちのお返

しであると思います。どうもありガとうございましだ。

(95年2月16巳 第77回臨時総代会挨拶より抜粋）



予期せぬ大痕災に直面して

1995年1月17日午前5時47分、突然大地ガ揺れだ。

日教済大阪支部常任幹事

若見晃

田渕直支部長宅は大阪の北西、豊中市にあり、地震で部屋の電灯ガ振り子のように天井にぶ

ち当たるのを見て、だだならぬ気配を感じだという（屋根瓦力なり損傷）。

兵暉票西宮市に住む西川業務部長と首藤査定部長は、震度7のペルト地帯ガらはややすれて

はいだものの、震度6の激震に襲われだ。削岩機のド・ド ・ドという音と同時に下ガら突き上

げるような激しい衝撃、続いて左右の揺れ。食墜棚 ・テレピ・冷蔵塵などが転器大きく損壊

する。首藤のマンションではガス臭ガ発生し、公民館に一時避難。ガス・水道・電気ガ不通1こ

なり、断水は6週閻続いだだめに、食事・洗濯・入浴等は大阪市内での仮の生活ガ続いだ。住

吉総務部長宅は兵靡県須磨区、激震地にもつとも近いガ激震ラインガらは少し北に位置する。

そのだめに、家屋の損壊は免れだガ交通ガ遮断され1週問は陸の弧島となつだ。その後大阪邁

を船で数回往復通勤、その後は電車とバス・徒歩で片道6時閻の旅となる。 2~3時閻通勤ガ

2ヶ月以上続き、正常に復帰するのは4月になってガらであつだ。

17日当日の支部事務局。電話はほとんど通じす、地下鉄も不通になり連絡ガ取れない状態ガ

続いだ。市内や大阪南部こ住む職員・査定員・推進員の数名ガ支部に駆けつけ事務局で待機。

岩手県支部の訪問を受ける。私はやっと数時間カカつて車で駆けつけ、職員の安否や組合など

関係機関との連絡1こ忙殺される。全ての識員の安否ガ判明しだのは、翌18日の深夜であつだ。

日教済大阪支部は、 18日に同じ府教育会館内にある大阪府教職員組合と共に情報収集と救援

対策に当だっだ。日教済本部は20日（金）に「兵庫県南部地震対策本部」を設置し、大阪支部と

兵庫県支郎に現地連絡事務局を設置しだ。 22日（土）には、日教組の現地対策本部ガ大阪教組に

設置され、奥村哲雄日教済本部常務理事、田渕、そして私も参加して緊急支援ガ決定されだ。

「結付等の特別扱い」のお知らせ、正確な情報提供、大阪教組・豊中市周辺の組合員や、兵

塵県支部への見舞いと支援をはじめ、事務局は騒然とする状態ガ3月頃まで続いだ。近畿圏セ

ンターの4月スタートも危ぶまれだ。

巳教済の的確な対応と有利な結付は、被災されだ組合員や家族のみならず、多くの教育関係

者に勇気と信頼を与えるところとなつ厄。



1.地震の規模・被害データ

『防災白書』 （平成 1年版）国土庁

1. 地震の概要

a 発生年月日 平成 7年 1月17日05時46分

b 震 源 :t也 淡路島北部 （北緯34度36分 、東経135度03分 ）

C 震源の深 さ 14 km 

d 規 模 マグニチ ュー ド7.2

2. 各地の震度（気象庁発表）

（図 1) 現地調査による裳度 7の分布

淡路島

>
-

尼崎・,1,

震度 7 

6 

図 1に示した地域 （注 1)

神 戸 、洲本

神戸市等阪神地域

0 5Km 
I I I I I | 

出典： 気象庁資科

5 豊 岡、 彦根、京都

4 奈良、津 、敦賀、福井、上野、四日市、岐阜 、 呉 、 境、高知、福

山、鳥取、多度津、徳島、岡山、高松、大阪、舞鶴、姫路、和歌

山、 津山、加西、相生 、南部川、 坂出、 多賀、美方、 高野山

3 大分、 名 古屋、輪島、金沢、飯田、 富 山、伊良湖、尾笠、萩、 Ll」

ロ、西郷、 広島、松 山、 室戸岬、米子 、松江、潮岬、諏訪
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2 高田、長野、軽井沢、松本、横浜、甲府、河口湖、 三 島、静岡、

御前崎、浜松、伏木、高山、 宇和島、宿毛、下関、日田、宮崎、

都城、佐賀、熊本、人吉

1 小名浜、新潟、水戸、柿岡、 宇都宮、前橋、熊谷、秩父、東京、

千葉、館山 、網代、神津島、浜田、足摺、延岡、福岡、平戸、鹿

児島、阿蘇山

（注 1) この地裳の発生直後に行った気象庁地震機動観測班による神戸市等

阪神地域及び淡路島の被害状況調査の結果、図 1に示す神戸市須磨

区鷹取、長田区大橋、兵庵区大開、中央区三宮、灘区六甲道、東灘

区住吉、芦屋市芦屋駅付近、西宮市夙川付近等のほぽ帯状の地域や、

宝塚市の一部及び淡路島の東北部の北淡町、 一 宮町、 津名町の一部

の地域において痕度 7であ ったことがわか った。

3. 被害状況等

a 人的被害

マグニチ ュード7.2の都市直下型地誕は、死者5,502名、行方不明者 2名、負

傷者41,500余名という戦後最悪の極めて深刻な被害 をもたらした。

この災害に よる死者は、都道府県別にみると、兵廉県において5,480人で全

体の99%、次いで大阪府で21人、京都府で 1人とな っており、兵庫県に被害が

集中している （表 1)。さらに、これを市町村別にみると、震度 7を記録した

神 戸市が3,897人 で全体の約71%、次いで西宮市で999人、 芦 屋市で396人 などと

なっており、兵嘩県の中でも、神戸市が非常に大きな被害を受けたことか分

かる （表 2)。

また、死因別にみると、地震発生時刻が午前 5時46分で多くの人が自宅で就

寝中であったこともあり 、家屋、家具類等の倒壊による 庄迫死が4,831人で全

体の約88%、火災による焼死が550人で約10%、残り約 2％は落下物による脳

挫傷 ・骨折、車両転落による全身打撲等であ った （表 3)。

また、年齢別にみると、 50代以下の死者が2,572人であるのに対して、 60代

が1,061人、 70代が1,029人、 80代が736人、 90代 が95人と、 60歳以上の高齢者か

2,921人とな っており、死者全体の半数以上を占めた （表 4)。
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（表1)府県別死者、行方不明者、負傷者 （単位： 人）

府県 死亡者 行方不明者 負 傷 者

兵庫県 5,480 2 39,483 

大阪府 21 1,929 

京都府 1 47 

奈良県 12 

三重県 1 

徳島県 21 

香川県 7 

滋賀県 ， 
和歌山県 7 

岐阜県 2 

高知県 1 

鳥取県 1 

岡山県 1 

計 5,502 2 41,521 

注）消防庁調ぺ。平成7年 5月8日現在。

（表3)死亡者の死因について （単位：人）

； 県 兵凛県 大阪府 京都府 合計

家屋，家具類等の倒壊に

よる圧迫死と思われるも

の 4.823 7 I 4,831 

焼死体 （火傷死体）及ぴ

その疑いのあるもの 550 550 

その他 107 14 121 

計 5,480 21 1 5,502 

注） 警察庁調ぺ．

その他とは，落下物による脳挫場，骨折，車両転落による

全身打撲等である。

（表2)市町村別死者、行方不明者、負傷者 （単位： 人）

市 町 死亡 者 行方不明者 負 傷~者

神戸市 3,897 1 14,679 

尼崎市 27 6,641 

西宮市 999 1 6,386 

芦屋市 396 3,175 

伊丹市 11 2,693 

宝塚市 83 2,201 

川西市 1 542 

明石市 5 1,884 

加古川市 2 15 

三 木市 2 17 

洲本市 4 44 

津名町 5 36 

北淡町 38 831 

一宮町 10 162 

大阪市 14 357 

豊中市 4 879 

吹田市 1 21 

箕面市 1 63 

堺 市 1 50 

大山崎町 1 3 

そ嗜の市訂村 842 

計 5,502 2 41,521 

注）消防庁調ぺ。平成 7年 5月8日現在。

（表4)性別・年齢別死亡者数 （単位：人）

益 醤 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
男 128 133 227 120 206 355 427 328 

女 121 177 243 141 262 459 634 701 

計 249 310 470 261 468 814 1,061 1,029 

80代 90代 合計

253 22 2,199 

483 73 3,294 

736 95 5,493 
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b 住家被害

住家についても大きな被害が生じ、全壊が約10万棟、半壊が約10万 7千棟にも

のぼっ た。

木造住宅等の被害は、木造住宅等震災調査委員会の中間報告（平成 7年 3

月28日）によれば、士葺き瓦、士塗り壁等を用いた在来構法の古い住宅に被害

が多く、ツーバイフォ ー住宅・プレハプ住宅及び最近建てられた新耐震墓準

（昭和56年施行）に適合した住宅は構法の別によらず、被害が少なか った。住

家の全壊、半壊、一部破損の状況は（表 5,6)のとおりである。

（表 5)府県別住家被害 （単位： 棟 ）

府 県 全 壊 半 壊 一部破損

兵庫県 99,232 99,993 ※ 138,269 

大 阪府 970 6,994 42,552 

京都府 3 3 1,441 

奈良県 3 

徳島県 4 84 1,098 

香川県 2 

滋賀県 44 

和歌山県 27 

計 100,209 107,074 183,436 

注）消防庁調ぺ。平成 7年 5月 8日現在。

※ 一部調査中

C 公共建物被害—文教施設等

（表 6)市町村別住家被害 （単位：棟）

市 町 全 壊 半 壊 一 部破損

神 戸 市 61,995 32,114 調査中

尼崎市 4,888 25,520 35,340 

西宮市 19,550 16,307 32,300 

芦 屋市 3,889 3,478 3.759 

イ手丹市 1,365 7,156 18,295 

宝 塚市 1,341 3,718 調査中

川西市 539 2,615 5,623 

明石市 2,210 3,660 17,420 

加古川市 1,370 

三 木市 24 91 4,262 

洲本市 17 659 1,840 

津名町 603 893 4,090 

北淡町 1,016 1,193 894 

一 宮 町 778 754 1,651 

大 阪市 189 2,001 14,342 

豊中市 738 4,234 調査中

吹田市 10 281 3,937 

箕面市 7 111 2,678 

大山崎町 303 

その他 1,050 2,289 35,332 

計 100,209 107,074 183,436 

注）消防庁調ぺ。平成7年 5月 8日現在。

学校施設、社会教育施殷等の文教施設及び文化財の都道府県別の被害施設

数は（表 7) のとおりである。

主な被害状況としては、神戸市立の中学校の校舎、幼稚園の園舎が全焼、

神戸市内の科学館、文化ホールの天井落下、 1日神戸居留地十五番館 （重要文

化財）の全壊などがある。
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（表 7)府県別文教施設等被害数

区 分 兵庫県 京都府 大阪府 その他 メ口入 計

学
国 立学校施設 4 4 4 10 22 

校 公立学校施設 1,122 311 1,246 341 3,020 

施 私立学校施設 454 100 279 8 841 
設

計 1,580 415 J:,529 359 3,883 

国立社会教育施設 1 1 
社
公立社会教育施設 167 1 79 ， 256 

ノコz;

教 公立社会体育施設 64 60 3 127 
育
施 国 立文 化施設 2 1 1 4 
設 公立文化施設 44 34 2 80 
等

計 276 3 174 15 468 

文 化 財- 46 59 44 24 173 

メロ 計 1,902 477 1,747 398 4,524 

注）文部省調べ。平成7年 5月22日現在。

d ライフライン関係等の被害

①水道関係

水道については、兵庫県、大阪府等の 9府県68市町村の水道事業及び 3水道

水供給事業の水道施設が被災し、約123万戸が断水した。このため、被災水道

事業者は、全国43都道府県の209水道事業者・水道用水供給事業者から約 1万

8千人の応援を得て仮復1日にあたり、 2月末をもって漏水個所の仮補修や仮

設配管等により当面の仮復旧がほぼ終了した。復旧を伴う耐震化等を含む災

害被 害額は約706億円である。

②電気関係

電力については、約100万戸（地震直後には一時的に260万戸）が停電したが、

1月23日15時に関西電力鞠管内全域で応急送電の体制が整い、停電が解消し

ている。

③ガス関係

都市ガスについては、大阪ガス（梱管内で約86万戸で供給が停止し、大阪ガス

闊は、他の事業者からの応援を含め、最大時約9,700名で復I日に当たった。こ

の結果、 4月20日までに、不在需要家を除き、導管若しくはボンベによるガス

供給を再開した。
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また、 LPガスについては、被災した約39万7,300世帯のうち、家屋の全壊

等により使用不能となった世帯を除き、安全点検を実施しないと使用できな

い世帯が28万6,950世帯あった。 また、淡路島では、漏洩爆発事故（軽傷者 1

名）が発生した。復旧については、販売事業者が保安センター（消費設備の

調査を販売事業者の委託を受けて行う団体）や他地域の事業者等の協力を得

て、家屋の全壊等により使用不能となった世帯を除き、 1月31日までに復旧が

完了した。

④情報通信関係

（加入電話の障害）

電源障害等により 8カ所の交換設備に障害が発生し、合計約29万の加入者

に障害が発生したが、翌日の午前中までに全て復l日している 。

家屋の倒壊、ケープルの焼失等によって約19万 3千加入の加入者電話に障

害が発生した。これについては、家屋等の倒壊によるものを除き、 1月末ま

でに復旧を完了した。

（中継伝送路の障害）

NTTでは、大阪～神戸大開間、大阪淡路～広島仁保間、神戸大開～姫路

間、大阪淡路～神戸大開間の長距離伝送 4区間で障害が発生した。これに対

し、被災直後は、約 7割の 回線について迂回）レートで対応したほか、当日中

に迂回ルートによる対応も含めて仮復旧を完了した。 1月24日には、全区間に

ついて復l日している。

また、日本テレコムでは、大阪～西宮間で JR施設の損壊に伴う障害が発

生したが、発生当日中にバックアップ回線で対応、 1月24日までに復1日を完了

している。

日本高速通信では、阪神高速道の損壊に伴い、大阪～岡山間で障害が発生

したが、 1月29日までに全回線をバックア ップ回線で対応、 3月20日までに暫

定ルートによる復旧を完了した。

大阪メディアポートでは、阪神電鉄、阪神高速道の損壊に伴い、大阪～西

宮間で障害が発生したが、発生当日に別）レートで対応し、 1月25日には復l日を

完了した。
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2.災害救助法適用地域マップ

0兵庫県

神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川西市、明石市、

三木市、洲本市

津名郡

津名町、淡路町、北淡町、 一宮町、東浦町、五色町、緑町

三原郡

西淡町、三原町、南淡町

0大阪府

大阪市、豊中市、池田市、吹田市、箕面市
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の

千
七
百
燻
閉
岱
金
を
払
っ
て
お
全
翌
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の
七
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％
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下
回
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年

生
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の
例

牛
沖

傑

験
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円
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教
員
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長
3
人
含
む
14人

生
徒
ら
239人
死
亡

兵庫県内の

公立小中高

相
談
窓
口
を
設
置
〗5

痣
保
は
不
明
者
に
も
支
払
い
雰

兵
庫
県
南
部
地
震

ご
花

農

）
か
ら
塁
出
が
さ
れ
る
か
が
燦
点
と
な
る
．
ただ、

螂

~
雙
唇
苓
癸
也
誓
に

つ
い
ては、
各
扁
験
か
尿
祗鹸
金

了
汰
い
は
を

一熙

磁
ら
れ、

9の
ト
ラ
ブ
ル
を
更
守
る

¢

て

い

る

．

生

腐

喪

伊

世

翌

苫

箕

伝

に
塁

兵

IIMli屡廿
論
ほ
遍
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金
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0
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災
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特
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土
k
云
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呈

姦

め
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大
と
な
き
と
は
塁
な

g、

I夏
翠

i
l
tば、易
忍

笥
を
愛
る
と
遭
翌
れ
る
P
8府の血

“nコg
綸
面
叫
心
絆

〈を
ハ
i

似
論
ぶ
王
上
又
払
ろ
q
9
g、,
B悶

十
八
白
に
決
t
8ら
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朝日新聞1995年 1月25日

墨
極
が
一六
．
o笏
加
4
で

な
益
蔽
双

、

半

回

の
畠

ぃ
甜
不
単
だ
l

と
主
憚
し
、
一郎
発
行
す
れ
ば
、

行
互
＾
明
奢
に
対
し

そ
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
鵡
雲
安
少
孟
百
た
場
合
で
、

I
2
iをめ
て

て
も
支
給
す
る
．
「災
害
割
増
怜
約
」

な
か
っ
た
闘
西
蝠
区
で
磁
・
慄
鹸
の
五
％

（旱
K
l＝＿百
万
円
）
ま
で
ぷ

訴
訟
を
畦
J

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
．
と
、

入
醗
賣
用
な
と
を
払
ろ
符
約
に

性
今
恩

っ
．

支
笞
れ
な
い
。
な―H太り”5塁

生
』q〖
”
A八
E
C決
め
土
蛋
つ
い
て
は、
9

ン
あ天
災
醐1

U
の
たg
磁
＇
鍼
因
の
役
咀
搭
地
男
泣、

9

~
役

麟
全吝
代
の〇
量
は
、
遍

吝
代
が
醤
さ
れ
全
否
が
ウ

に
つ
い
て
、
従
醤

で
区

魯

で
g
翌
笑
っ
存
日

・

農

島

百

戸
房
床
門
広
項
苺
色
の
が
、

｛全
雰

払
っ
て

a笞
低

客

れ

な

は
霰
遍
へ
の
対
応
が
生
砧
祁
I

岱
臼
飯
の
呂

E
紙

暉
径
代
わ
っ
て、

9且
彎
百
ぽ
ず
宅
J

品
な
い
J

(大

閲
疇
な
る
ケ
ー
ス
が
B
文
＃
f

を

摂

臣

各

臼

緬

金

を

文

払

わ

な

い

な

ど

公

ー

手

生

屎
）
と
判
断
し
て
い
る
。

毎日新聞1995年 2月2日
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ぎ

、

g霞
が

盗

に

約
七
百
人
が
覆
し
て
い
る
災
か
負
み
な
し
。
謁

の

入
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生
求
む

い＂ぃと五‘

."
“
彗
彗

壮
杞
＂註

ト
イ
レ
輝
除
、
●
傭
な
と
を
行

教
員
も
数
日
お
さ
に
四
直
。

髯

り
、
や
は
り
糟
神
的
に
皮
れ
る
」

日

敦

組

と

全

敦

全

国

に

呼

び

か

け

ぃ
、
畠

塁

塁

愛

て

い

本

醤

塁

は
「地
元
の

ポ

ラ

を

閉

る
。

ン
テ
ィ
ア
の
力
醤
り
て
い
る
日
叡
組
と
全
教
は
、
こ
つ
し

日
教
狙
午
全
日
本
叡
職
員
組
組
合
員
に
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

合
と
も
疇
勢
作
り
を
怠
ぎ
、

し

か
し
、
四
U
し
な
が
ら
の

が
、
先
は
長
い
。
交
代
は
ぜ
ひ
た
叡
疇
員
の
支
濃
の
た
め
、
一

合

（全

）
は
二
曰
、
阪
神
大
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
を
数
千
人
規
模
を
嘱
え
た
い
と
し

遵
日
の
動
籾
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

必
賽
」
と

話

す

。

人

当
た
り
一
泊
二
日
か
ら
三
泊

懲

の
遷
疇
著
企
品
穿
じ
て
始
め
た
。

●
災
か
ら
二
遍
閲
て
い
る
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ン
ザ
に
な
っ
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寝
込
ん
だ
り
、

約
i

二
百
人
が
巖
霞
、
休
校
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四
日
ぐ
ら
い
の
応
濃
を
予
定
し

い
る
兵
庫
軍
の
叡
職
員
を
支
援
余
り、

過
労
で
ダ
ウ
ン
す
る
瑣
在
、
遊
蝙
所
に
な
っ
て
い

下
剛
に
な
る
叡
職
員
が
相
次
い

醗
く
神
戸
市
立
印
田
中
学
校
て
お
り
、
軍
次
交
代
し
て
い
け

一
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
全
原
の
教
疇
員
も
出
て
お
り
、
両
組
る
閃
＝＿＿
百
四
十
四
祭
、
中
で
い
る
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兵

盟

教

唇

二

十

四

日

、

澱

も

被
害
の
大
き
か
っ
た
神

，
 

9
阪
神
大
甕
で
死
亡
し
た
県
内
戸
嘉
夏
の
本
庄
中
学
校
で

ー

の
公
立
校
の
児
童
、

生
徒
と
教
は
、
＋
人
の
生
徒
が
亡
く
な
っ

員

緊

ま
と
め
た
。
児
寓
、

生

た
。
二
十
一

日
か
ら
は
教
員
約

徒
は
、
小
字
生
百
四
十
人
、
中

――
-
＋
人
が
集
ま
り
、
担
任
を
中

学
生
六
十
八
人
、
高
校
生
三
十

心

に
毎
日
各
家
庭
を
回
り
、

ほ

一
人
の
世

一百

旱

九

人
で
、
ぽ
貪
の
安
否
を
確
認
し
た
。

教
録
は
校
長
三
人
、
教
頭
一
人
受
験
を
控
え
た
一
＿
一
年
生
を―

―

を
合
科

十
四
人
。
と
く
に
神
十
六
日
に
、

一
、
二
年
生
は

戸
市
で
は
、
小
学
生
八
十
九

――
-
＋
日
か
ら
登
校
さ
せ
る
予

5
 人、

中
学
生
一二
十
八
人
、
高
校
定
。

生
八
人
の
計
百
h
-
＋
五
人
に
の
ま
た
、
七
人
の
児
窟
を
失
っ

ぽ

っ

て

い

る

。

た

神

戸
市
灘
区
の
西
郷
小
学
校

斤
”
”
月
3
月
1
荘

”t"＂”tt昔甘昔

昔＂
臼
昔
"”
”
E"
5
月
月
""”
且
"""t""gt3月且＂

で
は
、
児
ホ
を
登
校
さ
せ
る
め

と
が
立
っ
て
い
な
い
。
佐
竹
範

彦
啓
器
「
町
全
体
が
H
事
現

湯
。
非
常
に
危
険
で
と
て
も
登

校
さ
せ
ら
れ
る
状
際
で
は
な

い
」
と
話
し
て
い
る
。

大
震
災
に
よ
る
国
公
私
立
の
大
表
し
た
。
確
認
が
と
れ
な
い
学

学
、
本
院
、
短
大
生
の
死
者

生
も
お
り
、
死
者
は
今
後
も
増

が
七
十
五
人
に
の
ぽ
っ
た
と
発

え
る
見
込
み
だ
。



4.被災組合員の体験記 ］

死ぬのは一瞬のことだなと脳裏をよぎった。

悪夢のようだった。

市教組加島小分会

林信幸

今ふと思う時がある。 あの日がなければ……。 あの事がなければ……。みん

なはもっと納得して生きていたんではないだろうか。もう二度と戻ってはこな

い生活、 自分の家、あの景色、近所の方々、そして6,000人近い人々……。更地

とな ったわが家の庭があ った所に、 1本の花が生えていた。いつも可憐な花を

咲かせてくれていた。たしかに私の家があ ったんだ。ここで暮らしていたんだ。

薄暮、少し酔いがまわ っていたせいか、あの日が悪夢のような錯覚を起こして

しま った。

近くに山あり、川あり、海ありで買い物便利で、交通至便の街に庭付きの木

造一戸建ての家を借りた。縁側から春の花が見えるように庭作りをした。阪急

電車の車庫のすぐ北にあり、遠慮がちに走りだす始発の電車に起こされ、最終

の電車で 1日の終わりを感じて床に就く毎日だった。

いつもと変わりない夜が明けようとしていたころ、突然揺れ出し、飛び起き

て振りとばされまいと、とっさに家の柱につかまった。 ガシャガシャ、バリバ

リと家が壊れていき、死ぬのは一瞬のことだなと脳裏をよぎった。悪夢のよう

だった。 アクショ ン映画の爆発シーンのようだった。揺れがおさまりドアが開

かないので、上を見たら天井と柱の裂け目から暗ーい夜空が見えていた。大き

く傾いた家から家族四人全員が怪我一つなく脱出し、近所の人たちと中学校の

校庭に避難をした。 日が高く昇る頃、断片的に被害を知らせるラジオ放送と遠

く見える火事の煙とサイレンと上空を飛ぶ取材のヘリコプターとが、茫然と座

り込んだ人々に現実であることを教えてくれた。

二度と会えなくなった人、出会った人……。

近所の女の子、世話になった不動産の一家、卒業を前にした 6年生の女の子
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……。―§舜にして亡くなった人々は、残った私達にしっかりと生き抜いてほし

いと訴えている。一方、多くの人々のやさしさを引き出し、居ても立ってもい

られない人々がかけつけて来てくれた。 自分の持てる力と知恵とアイデアと技

を発揮し、多彩なボランティア活勤は被災者を大いに力づけることとな った。

特に、展災当日から自分の家や家族のことをおいて、駆けつけてきた学校の教

師の活躍ぶりを目の当たりにし、私も仲間に入れてもらった。その後大阪教組

がポランティア派遺を決め、私の分会からも多くの人々が参加をしていった。

私は、この間自分の家族のことで精一杯で何もできなかったが、今後、住民と

してできることを考えていきたい。

行政は、住民の声を聞かずに、区画整理として防災都市を目指し高層ビルや

広い道路を計画している。先日、住民は新しい街づくりを願う祭りを行い、そ

こに「在日 」 の人々や「障害」者が元気に参加をしていた。今や、この地に新

しい 自治会が誕生し、障害者や子どもや老人が住みやすい街作りを目指し、結

集を呼びかけている。 「この街には、いろんなスペシャリストがいるんです。厳

しい状況ですが、力合わせていけば立派な街ができます。展災が無ければこう

して出会わなかったと思います。これも、何かの縁ですね。」と岩い役員さんが

語っておられた。本当の意味で人権が大切にされる街作りに、夢を託しながら

自分ができることはないかと考えている日々である。
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私は声も出ず、頭から布団をかぶって

ひたすらじっとしていました。

豊中市教組 南桜塚小分会

福島正恵

あの展災の日、最初のドー ンという大きな突き上げるような揺れがあった

時、私達は 2階で寝ていました。（自 宅は神戸市灘区、 JR六 甲駅の北側にあり

ました。） そのあとすぐ、家全体が横に揺れ出し、私は声も出ず、頭から布団を

かぶってひたすらじっとしていました。部屋の中の倒れたものは、幸い頭の上

には落ちては来ませんでした。 夫は娘の部屋へすぐとんで行きました。すでに

間の部屋のたんすやドレッサー等は積み重なって倒れていました。娘は、ベ ッ

ドの脇の壁一面の本棚の本の下に埋もれていました。最初、名前を呼んでも返

事が聞こえなかったので、一瞬だめかと思いましたが、あわてて夫が本を掘り

起こしてみると、無事でいたので安心しました。とっさに布団をかぶったのが

よか ったみたいで、これが夏だったら圧死していたと思うと、未だにゾッとし

ます。ホッ とする間もなくベランダから隣の実家をのぞくと、母が何やらモゾ

モゾと着替えをしようとしています。「火傷をした。お湯をかぶった…。」と、

プップツ言っているのですが、その時はそれほど大きな火傷とはわからず、「何

してるの、早よ逃げよ。 」と引きずるようにして下へおろしました。本やガラス

だらけの階段を降りようとして、家が北側へ大きく傾いてしまっていることに

気がつきました。外へ出てみるとお向かいの家は屋根だけを残して倒壊し、お

隣もそうなりかかったのが、電信柱にもたれてかろうじて止まっています。近

所のビル以外の家は殆どそういう状態でした。まもなく、 100メートル程西に住

んでいた妹一家が、裸足のままで逃げてきました。 1階が崩れ落ち、 2階のベ

ランダから脱出したと思う間もなく火事がせまってきたので、風上のこちらへ

逃げてきたとのこと。火が出たと聞いて、「もうだめだ。」と私達もその時は覚

悟しました。実家は豆腐やをしていて、油も多量に保管しています。火事にな

れば爆発間違いなしでした。 その後はしばらく商店街の人達と消火活動に走り

回りました。水道管が寸断されたのか、水は全く出なくなり、消防車が来てく

れても、殆どなすすべもなく、どこかの家の風呂の残り湯や、家の作りかけの
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豆腐等、とにかく水気のものはバケッリレ ー でかけまくりました。気休めに過

ぎなか ったのかもしれませんが一。風向きとアーケードのおかげで、 2軒先で

火はとりあえず止まりましたが、妹の家も含めて西側数百メート）レ四方は焼け

野原となりました。知り合いもたくさんの方か亡くなりました。地震の恐ろし

さももちろんですが、何時間にもわた って続いた火事の恐怖の方が大きかった

ように思います。最初に母をつれてい った近所の外科医院は、まるで野戦病院

のようにご った返していて、母は頭から熱湯をかぶって、肩から背中にかけて

ひどい火傷を負 っているのに、簡単な消毒をされただけで帰されてしまいまし

た。 もっとひどい状態の方もおられたので仕方なか ったのかもしれませんが。

とりあえず、近くの六甲小学校へ避難しましたが、ここも二千数百人の人であ

ふれかえっていました。途方にくれていたところへ、夫の実家の方から六 甲山

越えできてくれたので、母と 子 どもを託しました。母は北区の総合病院に無事

入院でき、父と私達は避難所で数日お世話にな った後、豊中へ何とか移動しま

した。職場や組合の仲間の皆さんに、本当にお世話になり、今日まで元気にや っ

てこれたと、心から感謝しています。
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1.本部の支援体制について ］

(1) 日教済兵庫県南部地震災害対策本部の設置について

1月17日の地震発生直後に緊急役員会を開催し、奥村常務理事 を本部長 (20日

から横山理事 長 ） とする 「災害対策本部」 を設置し、災害対策に取りかかりま

した。メンバー構成およびその目的等は、下記のとおりです。

①対策本部体制

対策本部長

対策副本部長

事務局長

横山 英 一理事長

事務局次長

委貝

奥村 哲雄常務理事

前田 節生常務理事

三 浦 憲子給付部長

常勤役員・各部長、給付部職員

②災害 対策本部の役割

1. 連絡体制の確立

2. 諸規定の対応及び認定基準の見直し

3.被災状況の把握 ・見舞行動

4. 給付体制の確立

5. その他

③災害 対策本部会議の開催状況

回 次 月 日 主な報告事項並びに協議事項

第 1回 1月18日 メンバーの構成及び任務分担

第 2回 1月20日 横山理事長を対策本部長とする。奥村副本部長21
日より現地視察。全支部に事務連絡文書。

第 3回 1月23日 兵庫県支部に 2名派遣。加入状況カー ド（緊急用）
を作成する。兵庫県教組の書記、職員の全貝無事
を確認。

第 4回 1月26日 原則として、罹災支部の意見を聞き、本部と現地
の調整を計る。

第 5回 1月30日 火災共済については、見舞金として処理する。

第 6回 2月8日 加入状況カードの取扱い・給付関係
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(2) 災害地派遣者に対する学習会

日数済本部は、兵庫県支部および大阪支部の業務の補助ならびに被災者への

対応等、日常業務応援のため、 1支部あたり 1~ 2名の本部職員を派遣しまし

た。派遣者は、両支部で40名におよび、本部のほとんどの男性職員が派遺される

こととなりました。このため、給付についての知識が乏しい人が大勢を占め、

また、管理部門未経験者も含まれました。こうした現状に鑑み、給付部による

各共済の給付内容や給付申請のしかたについての学習会が行われました。開催

日および参加人員は、以下の通りです。

．第 1回 1月21日 2名 第 4回 2月24日 14名

第 2回 1月27日 8名 第 5回 3月30日 14名

第 3回 2月 2日 9名 参加入員計 47名

(3) 災害地派遺者氏名およぴ日程

大 阪 支 部

1月25日～ 1月27日 渡 辺 省

1月30日～ 2月 2日 畑 山 満 明

2月 5日～ 2月10日 高 橋 浩

2月13日～ 2月17日 ＝ J I l 朗ロ

2月20日～ 2月24日 外 山 順

2月27日～ 3月 3日 木 村 樹美雄

3月 6日～ 3月10日 井 上 幸 正

3月13日～ 3月17日 下 山 幸 浩
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丘/'‘~ 庫 県 支 部

1月25日～ 1月27日 湯 澤 和 貴 ． 伊 藤 謹

1月30日～ 2月 2日 守 屋 慎

1月30日～ 2月 3日 中 路 他津己

2月 1日～ 2月 3日 宮 城 武 男 . 堀 博

2月 5日～ 2月10日 大 JII 尚

2月 6日～ 2月10日 吉 田 泰 平

2月13日～ 2月17日 鈴 木 栄一朗 ． 遠 藤 修

2月20日～ 2月24日 堀 内 ‘伍‘牛 作 ・ 尚． 橋 明 彦

2月27日～ 3月 3日 山 本 晴 信 • 稲 蛙i 光 俊

3月 6日～ 3月10日 日下部 信 博 ・ 内 田 隆 裕

3月13日～ 3月17日 鵜 沢 利 次・ 山 本 哲 也

3月20日～ 3月24日 小 山 隆 ・ 鈴 木 弘 実

3月27日～ 3月31日 豊 住 光 夫 ・＾ 犀

橋 宏 明

4月 2日～ 4月 7日 田 中 幸 . 清 水 洋

4月 9日～ 4月14日 鈴 木 腎 ． 久保木 康 浩

4月16日～ 4月21日 金 井 正 人 • 竹 山 和 美

4月23日～ 4月28日 臼 井 誠・鎌 田 博 文

5月 7日～ 5月12日 稲 田 悼 男

5月14日～ 5月19日 松 本 久 夫
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2.被害状況の把援について

阪神・淡路大震災の発生直後より、日教済では、その迅速な給付処理のため

に努力をしました。 今回のような大きな災害の場合には 、被害の規模を正確に

把握することによ って、その対策が立てられ、結果として、組合員に対する給

付も迅速に出来るからです。

1月20日には、阪神・淡路大裳災のための災害対策本部を設置しました。そこ

で今回の災害のための処理方法を考えるとともに、各部署で被災組合員や当該

支部に対して 、どのよ うなことが出来るかを検討していきました。また、給付

金の支払いに備えて、損害および入院 ・死亡に該当する共済の給付金の試算を

行いました。試算の内容については、災害救助法の適用地域に住所登録がある、

大阪、兵庫、大学、私学支部の組合員数を基本として、総合共済、火災共済、

団体生命共済について行いました 。

その方法は、報道等で発表された、今回の地猿の被害状況をベースに、被災

割合を求め、それぞれの共済の人数と平均口数を掛け合わせて計算しました。

最初の試算では、総合共済が約10億円、火災共済が約 6億円、他の共済も合計す

ると、約17億円という、過去最大級のものとなりました。 ただし、この試算は、

震災後直ぐに行ったものなので、その後、災害 救助法の適用地域が増え、また

被害のあ った地域が、 予 想よりも っ と広範囲に及ぶこと、また、 一 件一件の被

害が考えていたより大きい等、被害の全貌が明らかになるにつれ、試算より実

際の給付金額がかなり大きくなることが確実となりました。こ のため、その都

度、修正を加え、正しい数字の把握に努めました。

一 方、地展発生の翌週から、大阪府支部と兵庫県支部に職貝を派遣しました。

派遣された職貝は、 1週間サイクルで、電話応対や申請書の送付 ．受付とい っ

た支部業務の手伝いをし、翌週に本部に報告をするという形態をとり、今回の

地震での組合員の被害 の実態把握に努めました。また、本部では、申請書類等

の補充に注意をし、大幅な増刷を行いました。

支部に詰める中で、組合員からの電話等で被害の状況が、具体的に判ってく

るにつれ、今回の被害が今まで経験してきたものとは 、 かなり違うということ

を、身を持って実感しました。

震災後、現地を視察するべきでしたが、交通網も寸断され、また、組合員宅

の状況も把握や連絡が困難だったため、思うように進まず、今後の課題となり

ました。
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3.被災組合員への対応について

先の阪神・淡路大裳災で被害を受けた組合員の方々から、家屋被害の給付を

筆頭として 、諸々の給付の件について多種多様な問い合わせが、 大阪 ・兵庫両

府県支部に多数寄せられました。 これらの支部の職員の 中には、自らも被災さ

れた方がおり、また、このような混乱し、切迫した状況の下では、支部職員だ

け ではとても対応しきれないと い うのが実情でした。そこで、日教済本部では、

(1)兵庫県教職員組合による説明会への本部職員の派遣、 (2)大阪 ・兵庫両府県支

部への本部職員の派遣を決め、被災組合員への対応を図ることとしました。

(1) 兵庫県教職員組合による説明会への本部職員の派遣

震災後、兵庫県支部の被災組合員に対する現場対応は、兵庫県教職員組合の

主導によって進められてきました。 地震によって派生した種々の給付案件に関

する、日教済、県教組、公立学校共済、厚生会合同の移動相談所が、被害程度

の重い郡市単位に開設され、日教済本部からも、職員がオブザーバーとして派

遣されました。 日教済については、総合共済、火災共済、交通災害共済、団体

生命共済についての給付内容、申請方法（添付書類の説明など）、今回の大裳災

に対する特例措置などの説明が行われました。会場には、各学校から100名近い

方が参加され、 「総合 ・火災共済の添付書類である写真はどうしても必要です

か。」「地震の後に火災になった場合の給付はどうなりますか。」「団体生命共済

の入院療養給付と死亡給付は併給されますか。」 等々の活発な質疑応答がなさ

れました。

開催日時 場 所 派 遣 者

2月11日出 県立芦屋高校 岩井 (11日）堀 (19日）
2月19日（日）

午後 1時～ 4時 学校厚生会阪神支部 三 浦 (11日）守屋 (19日）

2月12日（日） 兵教組伊丹支部 岩井 (12日）堀 (18日）
2月18日出

午後 1時～ 4時 兵教組川西支部 三 浦 (12日）守屋 (18日）
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(2) 大阪 ・兵庫両府県支部への本部職貝の派遣

被災組合員を抱える支部では、殺到する問い合わせへの対応、給付説明会の

実施、事務量の増大等の問題に直面しました。こうした事態を勘案し、本部職

員を現地支部へ派遣し、支部業務のバックアップをすることが決定されまし

た。これを受けて、本部職員は、霙災直後より一週間交代で 2名ずつ両府県支

部へ赴き、支部業務の応援にあたりました。業務の内容は、主として被災組合

員への給付申請に関する電話応対でした。特に、兵庫県支部では、朝からひっ

きりなしに問い合わせの電話が鳴り、その応対に忙殺されました。また、日教

済本部のフリーダイヤルにも多数の問い合わせが寄せられました。そこで出さ

れた、総合・火災共済の家屋被害の給付に関する質問で多かったものを整理し

ますと、概ね次のようなものとなります。

① 「今回の震災で、 共済金の支払いはありますか。また、どの程度の被害から

共済金は支払われますか。」

② 「総合 ・火災共済の給付申請書は、いつ送付されますか。」

③ 「添付書類はどのようなものが必要ですか。」

上記の質問の回答として、①については、総合共済では 5％以上の被害があ

り、実損があった場合（実際に被害状況の写真等を見てるわけではないので、

5 ％以上の被害とはどの程度の被害から該当するのか、説明するのが非常に

困ったのですが）、火災共済については、被害に遇い、実損があった場合には、

今回の大震災の特例として共済金の支払いがあります。と答えました。この件

に関しては、民間保険が、地震による免責として保険金の支払いを拒む中で、

日教済の対応に対し、被災組合員から感謝の声をいただきました。

②の給付申請書の送付の件については、実は、対応に一番苦慮したところで

した。派遣された職員も、「 申請書の請求をしたのに、なかなか届かない j といっ

たお叱りの電話を組合員の方々から多数受けました。諸般の事情により、こ‘‘迷

惑をおかけしたわけですが、「必ずお送りしますので、被害箇所の写真を撮って

おいてください。請求期間は 2年間ありますから。」とお答えして電話を切りま

した。

最後に、③の質問については、どのような公的証明書を揃えなければならな

いかということについて、丁寧に説明をし、給付申請付属書に付ける写真をな

るべく多く、さまざまな角度から撮っておくと、給付がスムーズになされるこ

とを申し添えました。

さて、総合 ・火災共済の給付審査は、本部の給付部で一 括して行ったわけで

すが、給付が決定し、被災組合員の手元に「日教済 ・給付金のお知らせ」が届
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くようになると、「罹災証明書の被害判定と日教済の給付内容が異なるのは、ど

ういうことですか。」という 問い合わせが来るよ うになりました。 これは、例え

ば罹災証明書では「半壊」 となっているのに、 日教済では「部分壊」 として給

付がされているが、どうしてかという質問です。この点については、日教済と

自治体の査定の採点方法の違いを説明し、納得してもらいました。 また、給付

後に新たな被害が判明した場合には、その部分の写真を送付してもらい、追加

給付をするなど、柔軟な対応をしました。また、マンションの場合の査定方法

等、個々の組合員の事情によ り、さまざまな問い合わせをいただきました。

日教済は、被災組合員の方々に誠意をも って、できるだけの対応をしてきた

つもりですが、被災組合員の置かれた厳しい状況、心情を察すると、至らぬ点

や対応のまずさも多々あ ったろうと思います。 そうした点を洗いなおし、精査

して今後の対応に生かしていかねばならないと強く感じています。

蛇足ではありますが、共済金の支払いを受けた被災組合貝から、礼状やお礼

の電話を多数いただき、職員ー同たいへん喜んでおります。 お支払いした共済

金を、家屋の修繕や再出発の資金として、少しでも役立てていただければ幸 い

です。 どうもありがとうございました c
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4.退職者共済 阪神・淡路大震災への取組と総括

退職者共済は、日教済と連携を密にして、今回の震災について取り組みまし

た。特に、会員への連絡文書については、郵便事情も考慮し、次のような取扱

いをいたしました。

(1) 連絡文書について

兵庫県支部で災害救助法の指定を受けた地域の会員、約3,500名の自宅へ下記

の書類を送付いたしました。

①日教済 ・加入状況のお知らせ

②兵庫県支部からのお知らせ

③新日教済からのお知らせ

（内容）

・退職者共済からの共済金、お見舞金の申請に必要な書類、および「特

例措置」 の案内

・家屋の被害、人的被害の共済金額と申請に必要な書類

• 本部、支部、フリーダイヤルの電話番号

④退職者共済 ・給付申請書 A・Bセ ッ ト

⑤返信用封筒（新日教済宛）

⑥官製葉書 1枚

(2) 給付申請について

退職者共済への問い合わせは 2月下旬から始まり、 3 ~ 4月に申請書類が送

付されてきました。 その内訳は次のとおりです。

①死亡見舞金 5件

死因は、圧迫死 4件・全身打撲 1件

②入院療養給付 4件

病名は、骨盤骨折 2件 ・胸椎骨析 1件・心疾患 1件。

うち 「特例措置j の扱い 1件

退職者共済は、現職の先生方と異なって、個人対応をと っているため、学校

単位や郡市単位の説明会が開けません。何か事が起きると、全て自宅宛の通知

となるため、きめ細かな対応という点では、課題が残りました。今後は、「退職

者共済だより」等で、給付の意識向上に努めていきたいと思います。
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5.自動車共済査定部 阪神・淡路大震災への対応

震災が発生した 1月17日旧）は、大阪支部査定専門員の採用試験を予定してい

た前日でした。午前10時頃、現地の状況の把握と受験予定者に試験延期の連絡を

取るための手立てを大阪支部と協議すべく、大阪支部に電話をかけましたが通

じませんでした。午前11時頃、大阪支部の米津職員より本部へ電話がかか ってき

ました。その時聞いた状況は、 「交通機関は全面不通になっている。私は自転車

で出勤したが、他の職貝は誰も出勤していないし、安否は全然わからない。若

見常任幹事とは携帯電話が通じて、『何とか出勤する 。午後 2時頃になる。 』」 と

いうものでした。そこで、 「若見常任幹事が出勤次第、本部に電話をいただきた

い。」 旨依頼して、電話を切りました。兵庫県支部に対しては、終日連絡が取れ

ませんでした。

このため、直ちに兵庫県支部および大阪支部管轄で発生の日教済自動車共済

関係の交通事故緊急対策として、当面の間、本部がキーステーシ ョン になり、

県境を接する京都、鳥取、岡山、和歌山、奈良各県の査定専門員にその対応を

指示しました。

本部に 「南部地裳災害対策本部」が設躍され、 19日頃には、大阪支部の体制も

回復し、査定専門員も業務に復帰しましたが、兵庫県担当の査定専門員は所在

の無事は確認されたものの、道路、交通機関の分断により、業務に復帰できる

状況にはありませんでした。そこで、兵庫県内の事故処理の対応は、弓1き続き

隣接県の査定専門員と大阪支部査定専門員も可能な限り対応することとしまし

た。 その後、兵庫県支部の査定体制か回復したのは、 2月末頃でした。 この間

に取り扱った（対応処理した）日教済自動車共済関係の事故件数は、対物30件、

対人 3件の計33件でした。

今回のような大裳災時にも間断なく対応できたのは、全国ネ ッ トの査定体制

の強みが発揮できたからといえます。
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▲メリケン波止場 車や街灯が流されている
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▲左のビルが10度程傾いている
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▲屋根が手の届く高さまで崩れている
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